研究テーマ「よりよい生活を目指し学び続ける生徒の育成～見方･考え方を働かせた授業展開の工夫～」

１年３組　技術科　本時の学習指導案
日　時　　令和3年7月2日(金)5校時
授業者　　　城　間　富　秀
１　単元名：　材料と加工の技術（東京書籍）
　教材名：　「　第三角法による正投影図の描き方　」
２　単元で育成したい資質・能力

　　　図面は、設計者の意図を製作者に正確に伝達するための重要なコミュニケーションツールである。
　　設計者からのメッセージを正確に読み取るためのツールとして、製図が重要な情報伝達の手段としていることを理解させ、第三角法による正投影図の描き方をマスターする。
３　教材観
　　本教材は、中学校学習指導要領解説技術･家庭編の「Ａ材料と加工の技術　⑵材料と加工の技術による問題の解決　ア製作に必要な図、安全・適切な製作、検査・点検など」の製図について学ぶ時間と位置づける。また、「主として等角図及び第三角法による図法を扱うこと」と述べられているので、本時は第三角法の描き方を学ぶと共に、前時に学習した等角図などについても製図は設計者の意図が相手に伝えるためのツールとして必要なものであり、ものづくりにおいて必要な製図の描き方を学習する。
４　生徒の実態

　　　中学生になり、新しい友達もでき、充実した日々を送っている。オリエンテーション、ガイダンス
後にアンケートを実施した。中学生になって、始めて学習する教科ということもあり、技術の授業に
関心がある、とても関心があると答えた生徒は89％を超えた。その理由として、ものづくりが好きだ
から、プログラミングが楽しみ、将来の役に立ちそうなど、期待する声が多かった。
　　小学校での体験として、図画工作などでの製作実習、生徒の興味に合わせた家庭でのものづくりな
ど、ものづくりの場面において図面を描くことはやったことがない生徒がほとんどである。また、ア
ンケートなどからプラモデル作りや家庭でのＤＩＹなどでのこぎりを使うなどの項目において未経
験の生徒が多い。
５　指導観
本時の学習展開として、知識構成型ジグソー活動を取り入れる。
エキスパート活動では資料をもとに、学習活動を展開する。それをもとにジグソー活動で学び合い、本時の問題を提示する。問題の内容は、第三角法による正投影図から、等角図に描き変えるのと、その逆の２問を出題する。生徒達は学習活動を進めていくうちに、自ら学ぶことを通して、技術の見方・考え方を働かせながら製図が描ける力を養う。
また、オリエンテーションにおいて、「技術の見方・考え方を意識した生活を心がけよう」と、宿題を出し、毎時間この１週間どうだったのか確認をしている。この時点でのアンケート結果は「意識している」が15％、「少し意識している」が38％となり、半数の生徒が生活の場面で何らかの気づきを感じていることが読み取れた。また、小学校までは無かった新しい教科としての意欲を高め、興味関心が高まるような授業展開を実践しながら、技術の見方・考え方を活用できる生徒を育成したい。

　
６　学習の見通し　　　　　２章　１５時間配当の４時間目　
１時　･･･　問題を発見し、課題を設定しよう　　２時　･･･　製作品を構想し、設計しよう
３、４時（本時４／５）　･･･　製図（キャビネット図、等角図、第三角法による正投影図）
５時　～　･･･　製作手順を考えて製作しよう
７　本時のねらい

　　第三角法による正投影図の描き方について、生徒同士で学び合い、描けるようになる。
８　本時のみどころ
　　対話学習を通して学びを深め、前時に学習した等角図などを応用し、第三角法による正投影図が描
けるようになる。
９　本時の学習活動
	分
	学習の流れと生徒の活動・思考を誘う発問
	生徒の姿
【評価】

	１
５
10
25
48
　
	本時の目標：『製図をマスターする。３つの描き方を理解して表現することができる』
前時の復習　キャビネット図、等角図について
⑴エキスパート活動（４名グループ）8分
個人でそれぞれの製図に関する問題について考える。
・エキスパートA　この図形はどんな形をしている？
・エキスパートB　立体の形を表現しやすい図形は？
・エキスパートC　製図の種類と特徴
※資料をもとに、各エキスパートの内容を深める。
※立体模型１を参考にしてもよい。※机間指導で補助説明をする。
⑵ジグソー活動で、エキスパートで学んだことをグループで共有する。12分
※説明を聞きながら、プリントの裏に記入する。
本時の問い：「例題に示す等角図の図形を読み取り第三角法による正投影図で描く、
また、第三角法による正投影図から等角図として描く」

⑶本時の練習問題に取り組む
　「第三角法による正投影図をマスターしよう」
問１　等角図で描かれた図形を第三角法による正投影図に描き直す。
　※第三角法による正投影図の補足説明を入れる。

問２　第三角法による正投影図で描かれた図形を等角図に描き直す。
製図学習のまとめとしての練習問題を描く。苦手な生徒もいることが予想されるため、グループでの学び合いだけでなく、補助的な机間指導やリトルティーチャーの活用で学びを深める。〔描けていない生徒へ補足説明〕
※立体模型２をヒントとして提示する。
⑷まとめ
　製図の解答例を示し、これが、第三角法による正投影図であることを理解して、製図が描けるようになる。
・ふりかえり
	・コロナ感染症対策に「配慮しながらエキスパート活動に取り組む。
・学習苦手群の生徒でも積極的に活動に参加できる学び合いを実践する。
・各エキスパートについて解答していく。
【主体的に学習に取り組む態度】
・みんなで協力して製図にチャレンジ。
・学習苦手群、製図につまづいている生徒に対して、協力して学ぶ姿がある。
・本時の練習問題の解答。

【知・技】


10　期待する解（姿）（生徒の言葉で表現）
等角図は前の時間、学習したので難しかったが、どうにかできた。第三角法による正投影図は、難しかったけど友達と協力してやったので、どうにか描けるようになった。
製図が描けたときにはうれしくなり、製図が好きになりました。
11　単元の評価規準

	知識・技能

	思考・判断・表現

	主体的に学習に取り組む態度


	・製作に必要な図の描き方を理解している。
・製作に必要な図に表すことができる技能を身につけている。

	・材料の選択や成形の方法などを構想し、設計を具体化する力を身につけている。
	・自分なりの新しい考え方や捉え方によって、知的財産を創造するとともに、他者のアイディアを尊重し、それらを保護・活用しようとしている。


12　「十分満足できる」状況の姿の例
・製作に必要な図の描き方や記入の方法を理解している。
・正確に製作に必要な図に表すことができる技能を身につけている。
・図や言葉を使って設計を具体化する力を身に付けている。
